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ＰＰ
ＴＴ
ＴＴ
、、電電
池池
事事
業業
をを
再再
編編

Ｅ
Ｖ
搭
載

見

据

え

新
社
に
工
場
資
産
集
約

カ
ナ
ダ
に
新
生
産
拠
点

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
、用
地
取
得

Ｌ
ｉ
Ｂ
正
極
材

仏
に
Ｐ
Ｅ
Ｔ
再
生
工
場

インドラマ

酵
素
使
い
解
重
合

現
地
企
業
と
共
同

米
Ｃ
Ｃ
Ｓ
拡
張

最
終
投
資
決
定

エ
ク
ソ
ン

イネオス
・アロマ

Ｐ
Ｔ
Ａ
プ
ラ
ン
ト
近
代
化
プ
ロ

イ
ン
ド
ネ
シ
ア
で
完
了

天
津
に
触
媒
・
電
池
材
工
場

中
国
石
化
、１２００
億
円
を
投
資

エ
ボ
ニ
ッ
ク

２１

年

業

績

調
整
後
純
利
益
５４
％
増

ロ
シ
ア
と
取
引
停
止

ク
ラ
リ
ア
ン
ト

ロ
シ
ア
・
ベ
ラ
ル

ー
シ
へ
納
入
中
止

ケ
ミ
ラ

Ｐ
Ｔ
Ｔ
グ
ル
ー
プ
の
な
か

で
今
後
は
ヌ
オ
ヴ
ォ
・
プ
ラ

ス
が
電
池
生
産
や
エ
ネ
ル
ギ

ー
貯
蔵
シ
ス
テ
ム
（
Ｅ
Ｓ
Ｓ
）

の
ビ
ジ
ネ
ス
を
担
う
。
Ｇ
Ｐ

Ｓ
Ｃ
か
ら
譲
受
す
る
ラ
ヨ
ン

県
マ
プ
タ
プ
ッ
ト
の
電
池
工

場
は
、
生
産
能
力
が
年
３０
�

�
時
。
現
状
で
は
パ
イ
ロ
ッ

ト
工
場
の
位
置
づ
け
で
、
大

型
バ
ス
な
ど
の
産
業
用
や
住

居
用
の
電
池
を
生
産
し
て
い

る
。Ｐ

Ｔ
Ｔ
は
２
０
３
０
年
ま

で
に
５
〜
１０
�
�
時
の
生
産

体
制
を
確
立
す
る
計
画
。
今

回
の
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
に

よ
る
資
産
譲
渡
は

そ
の
一
環
と
し

て
、
人
材
、
技
術
、

資
本
金
、
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
ノ
ウ
ハ

ウ
を
準
備
す
る
こ
と
が
狙

い
。

譲
受
資
産
に
は
こ
の
ほ

か
、
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
シ
ン
ガ
ポ

ー
ル
子
会
社
の
全
株
式
も
含

ま
れ
る
。
こ
の
子
会
社
は
、

中
国
の
電
池
企
業
Ａ
ｎ
ｈ
ｕ

ｉ

Ａ
ｘ
ｘ
ｉ
ｖ
ａ

Ｎ
ｅ

ｗ

Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｔ
ｅ

ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ
ｇ
ｙ
（
安
徽

安
瓦
新
能
源
科
技
）
の
株
式

を
１１
・
１
％
保
有
し
て
い

る
。
同
社
は
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
と
同

様
に
米
２４
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
ズ

と
Ｌ
ｉ
Ｂ
製
造
の
ラ
イ
セ
ン

ス
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
中

国
で
年
１
�
�
時
の
工
場
を

運
営
し
て
い
る
。
Ｐ
Ｔ
Ｔ
と

は
Ｅ
Ｖ
向
け
に
三
元
系
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
（
Ｎ
Ｍ
Ｃ
）

を
共
同
開
発
す
る
提
携
を
結

ん
で
い
る
。

Ｐ
Ｔ
Ｔ
は
Ｅ
Ｖ
本
体
か
ら

充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
ま
で
網

羅
的
に
事
業
化
を
目
指
し
て

い
る
。
電
池
事
業
の
タ
ー
ゲ

ッ
ト
は
、
乗
用
車
タ
イ
プ
の

Ｅ
Ｖ
を
本
命
と
し
な
が
ら
、

二
輪
・
三
輪
車
か
ら
バ
ス
、

ト
ラ
ッ
ク
、
ボ
ー
ト
な
ど
も

含
め
幅
広
い
。
Ｅ
Ｓ
Ｓ
関
連

で
は
Ｅ
Ｖ
の
充
電
シ
ス
テ
ム

や
無
停
電
電
源
装
置
な
ど
が

市
場
と
な
る
。

【
バ
ン
コ
ク
支
局
】
国
営
石
油
企
業
Ｐ
Ｔ
Ｔ
は
、
電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

へ
の
搭
載
を
見
据
え
た
電
池
事
業
の
体
制
を
再
編
す
る
。
傘
下
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
関
連
企
業
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ワ
ー
・
シ
ナ
ジ
ー
（
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
）
は
こ
の
ほ

ど
、昨
年
稼
働
を
開
始
し
た
半
固
体
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
２
次
電
池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）

工
場
や
関
連
資
産
を
す
べ
て
、
グ
ル
ー
プ
内
に
新
設
し
た
ヌ
オ
ヴ
ォ
・
プ
ラ

ス
に
譲
渡
す
る
と
発
表
し
た
。
資
産
の
規
模
は
２４
億
２
８
０
０
万
�
（
約
８５

億
円
）。同
社
は
Ｐ
Ｔ
Ｔ
が
Ｅ
Ｖ
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
構
築
の
た
め
に
設
立
し

た
子
会
社
と
Ｇ
Ｐ
Ｓ
Ｃ
の
合
弁
会
社
で
、
電
池
関
連
事
業
を
集
約
し
、
Ｅ
Ｖ

用
電
池
の
生
産
体
制
の
立
ち
上
げ
を
目
指
す
。

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
４
日
、
カ
ナ

ダ
の
ケ
ベ
ッ
ク
州
ベ
カ
ン
ク

ー
ル
に
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
（
Ｌ
ｉ
Ｂ
）
の
正
極
材
生

産
の
た
め
の
用
地
を
取
得
し

た
と
発
表
し
た
。
年
１０
万
�

ま
で
生
産
能
力
を
拡
大
で
き

る
面
積
が
あ
る
。
２
０
２
５

年
の
工
場
稼
働
を
目
指
す
。

将
来
的
に
前
駆
体
の
生
産
、

リ
サ
イ
ク
ル
、
金
属
精
製
へ

と
現
地
で
の
事
業
を
拡
大
し

て
い
く
。

モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
市
と
ケ

ベ
ッ
ク
市
の
間
の
セ
ン
ト
ロ

ー
レ
ン
ス
川
沿
い
に
立
地

し
、
物
流
に
有
利
な
条
件
を

備
え
て
い
る
。
競
争
力
の
あ

る
水
力
発
電
も
活
用
し
、
生

産
に
と
も
な
う
二
酸
化
炭
素

排
出
量
を
業
界
平
均
よ
り
も

低
く
抑
え
る
。

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
の
グ
ロ
ー
バ
ル

な
金
属
調
達
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

と
の
接
続
が
確
保
さ
れ
て
い

る
。
将
来
的
な
上
流
投
資
は
、

電
池
材
料
に
お
い
て
、
主
要

な
市
場
ご
と
に
、
原
料
調
達

か
ら
生
産
、
リ
サ
イ
ク
ル
ま

で
が
一
貫
し
た
サ
プ
ラ
イ
チ

ェ
ー
ン
を
構
築
す
る
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｆ
の
戦
略
に
沿
う
。

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
は
１２
年
に
正
極

材
市
場
に
本
格
参
入
し
た
。

１５
年
に
戸
田
工
業
と
正
極
材

製
造
の
合
弁
会
社
、
Ｂ
Ａ
Ｓ

Ｆ
戸
田
バ
ッ
テ
リ
ー
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
を
設
立
。
続
い
て
両

社
は
米
国
に
Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
が
持

分
の
過
半
数
を
保
有
す
る
Ｂ

Ａ
Ｓ
Ｆ
・
ト
ダ
・
ア
メ
リ
カ

を
立
ち
上
げ
、
１８
年
に
運
営

開
始
し
た
。
ミ

シ
ガ
ン
州
バ
ト

ル
ク
リ
ー
ク
お

よ
び
オ
ハ
イ
オ

州
エ
リ
リ
ア
に

拠
点
を
持
つ
。

欧
州
で
は
２２

年
の
操
業
開
始

に
向
け
て
ド
イ

ツ
で
正
極
材
Ｃ
Ａ
Ｍ
、
フ
ィ

ン
ラ
ン
ド
で
前
駆
体
の
工
場

を
建
設
中
。
２１
年
に
は
世
界

的
大
手
の
一
角
を
占
め
る
杉

杉
と
の
合
弁
会
社
設
立
に
よ

り
中
国
に
進
出
し
て
い
る
。

�

医
薬
品
原
薬
（
Ａ
Ｐ

Ｉ
）、
医
薬
中
間
体
、
重

要
出
発
原
料
を
対
象
に

し
た
Ｐ
Ｌ
Ｉ
へ
、
３
０

０
０
社
を
超
え
る
業
界

か
ら
２
０
０
社
余
り
が

応
募
し
、
４０
件
ほ
ど
へ

の
助
成
が
決
ま
り
ま
し

た
。

「
多
く
の
企
業
が
政
策
の

恩
恵
を
受
け
ら
れ
て
い
な

い
。
中
国
か
ら
の
輸
入
品
は

イ
ン
ド
国
内
で
生
産
す
る
よ

り
４０
％
安
い
と
い
わ
れ
て
い

る
。
そ
れ
よ
り
安
く
生
産
で

き
る
確
信
の
あ
る
企
業
で
な

け
れ
ば
、
生
産
を
増
や
す
こ

と
は
で
き
な
い
。
こ
れ
が
、

多
く
の
企
業
が
Ｐ
Ｌ
Ｉ
の
求

め
る
生
産
設
備
へ
の
投
資
に

踏
み
切
れ
な
い
最
大
の
理
由

だ
。
新
規
投
資
に
支
援
が
限

ら
れ
て
い
る
こ
と
も
障
害
に

な
っ
て
い
る
。
イ
ン
ド
は
９０

年
代
前
半
ま
で
多
く
の
Ａ
Ｐ

Ｉ
を
生
産
し
て
い
て
、
余
剰

設
備
を
抱
え
た
企
業
が
多
い
」

�

イ
ン
ド
で
医
薬
品
原

料
の
生
産
を
活
性
化
す

る
に
は
何
が
必
要
で
し

ょ
う
か
。

「
中
国
が
非
常
に
安
い
価

格
で
生
産
で
き
る
の
に
は
理

由
が
あ
る
。
一
つ
は
大
規
模

な
生
産
設
備
、
こ
の
ほ
か
に

優
れ
た
技
術
も
あ
る
。
例
え

ば
、
イ
ン
ド
企
業
が
発
酵
に

高
価
な
サ
ト
ウ
キ
ビ
を
使
っ

て
い
る
の
に
対
し
、
中
国
企

業
は
カ
リ
フ
ラ
ワ
ー
な
ど
安

価
な
原
料
を
利
用
で
き
る
。

プ
ロ
セ
ス
技
術
の
開
発
も
進

め
て
い
て
、
国
家
か
ら
の
支

援
も
厚
い
。
こ
れ
ら
す
べ
て

が
、
世
界
的
に
非
常
に
安
価

な
供
給
を
可
能
に
し
て
い
る
」

「
Ｐ
Ｌ
Ｉ
は
、
生
産
設
備

の
拡
張
に
対
す
る
金
銭
的
支

援
を
基
本
と
し
て
い
る
が
、

こ
れ
だ
け
で
問
題
は
解
決
し

な
い
。
科
学
技
術
政
策
や
貿

易
政
策
も
含
め
た
包
括
的
ア

プ
ロ
ー
チ
が
必
要
だ
。
中
国

か
ら
多
く
輸
入
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
国
内
で
生
産
し
輸

出
さ
れ
て
い
る
Ａ
Ｐ
Ｉ
は
少

な
く
な
い
。
こ
の
よ
う
に
イ

ン
ド
に
生
産
す
る
能
力
が
確

認
で
き
る
も
の
に
つ
い
て

は
、
輸
入
関
税
の
引
き
上
げ

も
有
効
な
政
策
の
一
つ
に
な

る
だ
ろ
う
」

�

中
国
に
代
わ
る
供
給

源
の
確
保
は
、
イ
ン
ド

以
外
の
国
に
と
っ
て
も

重
要
な
課
題
で
す
。

「
医
薬
品
の
確
保
は
国
の

安
全
保
障
に
か
か
わ
る
重
要

な
課
題
だ
。
フ
ラ
ン
ス
の
サ

ノ
フ
ィ
は
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
国
内
生

産
を
決
め
た
。
し
か
し
価
格

は
高
く
な
る
だ
ろ
う
。
価
格

は
先
進
国
に
と
っ
て
も
セ
ン

シ
テ
ィ
ブ
な
問
題
で
、
米
国

に
は
医
薬
品
の
価
格
に
上
限

を
設
け
る
こ
と
を
求
め
た
国

会
議
員
も
い
る
。
最
終
的
に

は
Ａ
Ｐ
Ｉ
の
安
価
な
供
給
ソ

ー
ス
を
複
数
用
意
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
」

�

先
進
国
が
イ
ン
ド
の

Ａ
Ｐ
Ｉ
産
業
活
性
化
を

支
援
す
る
に
は
、
ど
の

よ
う
な
手
法
が
考
え
ら

れ
ま
す
か
。

「
連
続
生
産
な
ど
技
術
の

導
入
が
助
け
に
な
る
。
日
米

豪
印
４
カ
国
『
ク
ア
ッ
ド
』

（
日
米
豪
印
戦
略
対
話
）
に

よ
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
取
り
組
み
は
参

考
に
な
る
だ
ろ
う
。
米
国
の

技
術
で
イ
ン
ド
が
ワ
ク
チ
ン

を
製
造
し
た
。
日
本
も
資
金

を
提
供
し
て
い
る
。
中
国
に

代
わ
っ
て
Ａ
Ｐ
Ｉ
を
供
給
で

き
る
の
は
、
ア
ジ
ア
で
は
イ

ン
ド
以
外
に
な
い
」

（
聞
き
手
�
豊
田
悦
史
）

イ
ン
ド
は
医
薬
品
の
主
要
な
輸
出
国
。
し

か
し
原
料
の
多
く
を
中
国
に
依
存
し
て
い
た

た
め
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
で
サ
プ
ラ

イ
チ
ェ
ー
ン
の
脆
弱
性
が
浮
き
彫
り
に
な
っ

た
。
同
国
政
府
は
２
０
２
０
年
、
医
薬
品
原

料
に
生
産
連
動
型
優
遇
策（
Ｐ
Ｌ
Ｉ
）
を
導
入

し
、
国
内
一
貫
体
制
の
強
化
に
乗
り
出
し
た
。

新
規
投
資
を
行
っ
て
製
造
に
乗
り
出
す
企
業

に
対
し
、
５
〜
６
年
間
に
わ
た
り
売
り
上
げ

の
増
加
分
の
５
〜
２０
％
の
奨
励
金
を
与
え

る
。
イ
ン
ド
産
業
開
発
研
究
所
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｄ
）

で
製
薬
産
業
を
研
究
す
る
レ
ジ
・
Ｋ
・
ジ
ョ
セ

フ
准
教
授
に
政
策
の
評
価
な
ど
を
聞
い
た
。

…
…
…
…
…
…

Ｂ
Ａ
Ｓ
Ｆ
が
カ

ナ
ダ
で
取
得
し

た
正
極
材
工
場

用
地

【
バ
ン
コ
ク
支
局
】
タ
イ

化
学
大
手
イ
ン
ド
ラ
マ
・
ベ

ン
チ
ャ
ー
ズ
は
こ
の
ほ
ど
、

フ
ラ
ン
ス
に
同
国
企
業
と
共

同
で
酵
素
を
用
い
て
ポ
リ
エ

チ
レ
ン
テ
レ
フ
タ
レ
ー
ト

（
Ｐ
Ｅ
Ｔ
）
樹
脂
を
リ
サ
イ

ク
ル
す
る
工
場
を
建
設
す
る

と
発
表
し
た
。
廃
Ｐ
Ｅ
Ｔ
の

処
理
能
力
は
年
間
５
万
�
と

し
、
２
０
２
５
年
に
稼
働
を

開
始
す
る
予
定
。

イ
ン
ド
ラ
マ
・
ベ
ン
チ
ャ

ー
ズ
が
ム
ル
ト
・
エ
・
モ
ゼ

ル
県
ロ
ン
グ
ラ
ヴ
ィ
ル
に
有

す
る
グ
ル
ー
プ
工
場
に
リ
サ

イ
ク
ル
設
備
を
建
設
す
る
。

投
資
額
は
技
術
面
に
対
し
約

１
億
５
０
０
０
万
	
（
約
１

９
０
億
円
）、イ
ン
フ
ラ
面
に

約
５
０
０
０
万
	
（
約
６０
億

円
）
を
見
込
む
。
他
の
工
場

で
の
技
術
導
入
も
検
討
し
て

い
る
。

パ
ー
ト
ナ
ー
と
な
る
仏
Ｃ

ａ
ｒ
ｂ
ｉ
ｏ
ｓ
の
リ
サ
イ
ク

ル
技
術
は
、
酵
素
に
よ
っ
て

使
用
ず
み
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
容
器
や

Ｐ
Ｅ
Ｔ
繊
維
製
品
を
解
重
合

す
る
。
得
ら
れ
た
モ
ノ
マ
ー

は
、
バ
ー
ジ
ン
材
と
同
等
品

質
の
Ｐ
Ｅ
Ｔ
へ
再
び
重
合
で

き
る
よ
う
に
精
製
す
る
。

従
来
の
メ
カ
ニ
カ
ル
リ
サ

イ
ク
ル
で
は
、
ク
ロ
ー
ズ
ド

な
循
環
を
作
る
た
め
に
透
明

な
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
選
ぶ

必
要
が
あ
る
ほ
か
、
リ
サ
イ

ク
ル
に
よ
り
得
ら
れ
る
再
生

樹
脂
の
品
質
が
バ
ー
ジ
ン
材

よ
り
劣
る
と
い
う
課
題
が
あ

っ
た
。
同
社
の
技
術
を
使
え

ば
、
１
０
０
％
廃
Ｐ
Ｅ
Ｔ
由

来
か
つ
、
完
全
に
リ
サ
イ
ク

ル
可
能
な
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
を
生

産
で
き
る
。

同
社
は
昨
年
、
ロ
レ
ア
ル
、

ネ
ス
レ
・
ウ
ォ
ー
タ
ー
ズ
、

ペ
プ
シ
コ
、
サ
ン
ト
リ
ー
食

品
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
が
参
加
す
る

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
に
お
い

て
、
酵
素
技
術
を
使
っ
た
世

界
初
と
な
る
食
品
グ
レ
ー
ド

の
再
生
Ｐ
Ｅ
Ｔ
ボ
ト
ル
の
生

産
に
成
功
し
た
。
仏
国
内
に

は
デ
モ
プ
ラ
ン
ト
も
有
す

る
。

エ
ク
ソ
ン
モ
ー
ビ
ル
は
こ

の
ほ
ど
、
米
ワ
イ
オ
ミ
ン
グ

州
ラ
バ
ー
ジ
の
二
酸
化
炭
素

（
Ｃ
Ｏ
２

）
回
収
・
貯
留
（
Ｃ

Ｃ
Ｓ
）
施
設
の
能
力
拡
張
計

画
を
最
終
投
資
決
定
し
た
と

発
表
し
た
。
現
在
、
年
間
６

０
０
万
〜
７
０
０
万
�
を
回

収
し
て
お
り
、
さ
ら
に
最
大

１
２
０
万
�
を
回
収
で
き
る

よ
う
に
す
る
。
投
資
額
は
推

定
４
億


（
約
４
６
０
億

円
）。２
０
２
５
年
の
稼
働
を

見
込
む
。

同
社
は
ラ
バ
ー
ジ
で
、
天

然
ガ
ス
と
と
も
に
ヘ
リ
ウ
ム

を
生
産
し
て
い
る
。
ヘ
リ
ウ

ム
で
は
世
界
の
供
給
量
の
約

２０
％
を
担
っ
て
い
る
。
１
２

０
万
�
の
Ｃ
Ｏ
２

を
回
収
す

る
こ
と
で
上
流
部
門
か
ら
の

排
出
を
３
％
削
減
で
き
る
。

イ
ネ
オ
ス
・
ア
ロ
マ
テ
ィ

ク
ス
は
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
の
バ

ン
テ
ン
州
メ
ラ
ク
で
進
め
て

い
た
高
純
度
テ
レ
フ
タ
ル
酸

（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
プ
ラ
ン
ト
の
近
代

化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
完
了
し

た
。
生
産
能
力
増
強
と
二
酸

化
炭
素
（
Ｃ
Ｏ
２

）
排
出
量
を

削
減
す
る
た
め
の
投
資
で
、

同
社
が
こ
の
ほ
ど
発
表
し
た
。

投
資
額
は
７
０
０
０
万



（
約
８１
億
円
）。大
型
の
酸
化

反
応
器
の
導
入
、
反
応
器
の

熱
回
収
シ
ス
テ
ム
の
再
構

築
、
空
気
圧
縮
機
の
刷
新
に

よ
っ
て
、
年
産
能
力
は
５０
万

�
か
ら
５７
万
５
０
０
０
�
に

な
り
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
を
１
�
生
産

す
る
際
に
排
出
す
る
Ｃ
Ｏ
２

量
を
１５
％
削
減
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
と
い
う
。

イ
ネ
オ
ス
・
ア
ロ
マ
テ
ィ

ク
ス
は
、
イ
ネ
オ
ス
が
今
年

１
月
に
Ｂ
Ｐ
か
ら
５０
億


で

買
収
し
た
石
油
化
学
事
業
の

う
ち
、
高
純
度
テ
レ
フ
タ
ル

酸
（
Ｐ
Ｔ
Ａ
）
と
パ
ラ
キ
シ

レ
ン
（
Ｐ
Ｘ
）
を
中
心
と
す

る
ア
ロ
マ
テ
ィ
ク
ス
事
業
を

引
き
継
い
で
発
足
し
た
。

中
国
石
油
化
工
（
シ
ノ
ペ

ッ
ク
）
は
こ
の
ほ
ど
、
触
媒

製
造
子
会
社
・
中
国
石
化
催

化
剤
が
、
天
津
経
済
技
術
開

発
区
（
天
津
市
）
で
触
媒
や

電
池
材
料
の
新
工
場
を
建
設

す
る
と
発
表
し
た
。
投
資
額

は
６５
億
元
（
約
１
２
０
０
億

円
）。中
国
石
化
グ
ル
ー
プ
が

同
市
で
２
０
２
５
年
に
か
け

て
計
画
す
る
総
額
６
０
０
億

元
の
化
学
品
投
資
の
一
部
。

工
場
建
設
は
２
期
に
分
け

て
実
施
す
る
。
１
期
投
資
で

は
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
製
造
用

触
媒
な
ど
を
製
造
す
る
７
系

列
を
新
設
。
２
期
で
は
触
媒

材
料
や
Ｌ
ｉ
Ｂ
正
極
材
材
料

の
生
産
を
始
め
る
。
２５
年
ま

で
に
操
業
を
開
始
す
る
計
画

だ
が
、
具
体
的
な
時
期
は
明

ら
か
に
し
て
い
な
い
。

中
国
石
化
催
化
剤
は
中
国

石
化
の
全
額
出
資
子
会
社
。

製
油
所
や
石
炭
化
学
、
石
油

化
学
の
生
産
プ
ロ
セ
ス
で
使

う
触
媒
、
排
ガ
ス
浄
化
触
媒

な
ど
の
生
産
販
売
を
担
う
。

同
社
に
よ
る
と
触
媒
の
総
生

産
能
力
は
年
２３
万
�
。
欧
米

や
ア
ジ
ア
、
ア
フ
リ
カ
へ
の

輸
出
も
手
が
け
て
い
る
。

中
国
石
化
は
第
１４
次
５
カ

年
計
画
の
期
間
中
、
天
津
経

済
技
術
開
発
区
内
の
天
津
南

港
工
業
区
で
年
１
２
０
万
�

の
エ
チ
レ
ン
設
備
や
触
媒
工

場
を
含
む
計
１１
件
の
投
資
を

計
画
し
て
い
る
。
エ
チ
レ
ン

設
備
完
成
は
２３
年
の
予
定
。

エ
ボ
ニ
ッ
ク

イ
ン
ダ
ス

ト
リ
ー
ズ
は
こ
の
ほ
ど
、

２
０
２
１
年
の
売
上
高
は
前

年
比
２３
％
増
の
１
５
０
億
	

（
約
１
兆
９
１
１
０
億
円
）

だ
っ
た
と
発
表
し
た
。
調
整

後
Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
（
金
利
・

税
・
減
価
償
却
費
計
上
前
利

益
）
は
同
２５
％
増
の
２３
億
８

０
０
０
万
	
。
調
整
後
純
利

益
は
同
５４
％
増
の
９
億
８
６

０
０
万
	
と
な
っ
た
。
２２
年

は
好
業
績
を
見
込
み
、
売
上

高
は
１
６
５
億
	
、
調
整
後

Ｅ
Ｂ
Ｉ
Ｔ
Ｄ
Ａ
は
２６
億
	
を

予
想
し
て
い
る
。

部
門
ご
と
の
売
上
高
は
、

特
殊
添
加
剤
が
同
１５
％
増
加

し
て
３７
億
１
０
０
０
万
	
。

と
く
に
建
設
・
塗
装
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
連
し

た
製
品
が
伸
び
た
。

ニ
ュ
ー
ト
リ
シ
ョ
ン
＆
ケ

ア
は
同
１９
％
増
の
３５
億
６
０

０
０
万
	
。
引
き
続
き
必
須

ア
ミ
ノ
酸
の
需
要
が
世
界
的

に
旺
盛
。
販
売
価
格
の
改
善

に
よ
り
大
幅
に
伸
び
た
。
生

産
能
力
増
強
に
よ
り
、
ｍ
Ｒ

Ｎ
Ａ
（
メ
ッ
セ
ン
ジ
ャ
ー
Ｒ

Ｎ
Ａ
）
ワ
ク
チ
ン
用
の
脂
質

も
大
幅
に
増
加
し
た
。

ス
マ
ー
ト
マ
テ
リ
ア
ル
ズ

は
同
２１
％
増
の
３９
億
２
０
０

０
万
	
だ
っ
た
。
高
性
能
ポ

リ
マ
ー
は
、
自
動
車
向
け
が

大
幅
に
増
加
。
３
Ｄ
プ
リ
ン

ト
用
の
ポ
リ
ア
ミ
ド
１２
粉
末

や
ガ
ス
処
理
用
の
膜
に
対
す

る
需
要
も
旺
盛
だ
っ
た
。
無

機
製
品
も
売
上
増
に
貢
献
し

た
。パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
マ
テ
リ

ア
ル
ズ
は
同
４７
％
増
の
２９
億

１
０
０
０
万
	
だ
っ
た
。
と

く
に
Ｃ
４

製
品
が
、
需
要
の

増
加
と
販
売
価
格
の
大
幅
な

改
善
に
よ
り
伸
長
し
た
。

ク
ラ
リ
ア
ン
ト
は
４
日
、

ロ
シ
ア
と
の
取
引
を
即
時
停

止
す
る
と
発
表
し
た
。
モ
ス

ク
ワ
の
営
業
所
と
研
究
所
が

含
ま
れ
、
年
間
売
上
高
に
占

め
る
割
合
は
約
２
％
と
な

る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
い
る
従

業
員
は
１
４
６
人
。
コ
ン
ラ

ッ
ド
・
カ
イ
ザ
ー
最
高
経
営

責
任
者
は
「
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
ビ
ジ
ネ
ス
を
継
続
す

る
こ
と
は
、
当
社
の
目
的
お

よ
び
価
値
観
と
相
容
れ
な

い
。
し
た
が
っ
て
、
ロ
シ
ア

と
の
す
べ
て
の
ビ
ジ
ネ
ス
を

直
ち
に
停
止
す
る
こ
と
を
決

定
し
た
」
と
コ
メ
ン
ト
し
て

い
る
。

フ
ィ
ン
ラ
ン
ド
の
ケ
ミ
ラ

は
ロ
シ
ア
と
ベ
ラ
ル
ー
シ
へ

の
製
品
の
納
入
を
３
月
１
日

か
ら
中
止
し
た
こ
と
を
、
こ

の
ほ
ど
発
表
し
た
。

ケ
ミ
ラ
の
２
０
２
１
年
の

売

上

高

は
２６
億
７
４
４
０

万
	
（
約
３
４
３
０
億
円
）

で
、
ロ
シ
ア
は
こ
の
う
ち
３

％
を
占
め
る
と
い
う
。
と
く

に
紙
パ
ル
プ
分
野
の
顧
客
に

影
響
を
及
ぼ
す
と
し
て
い

る
。ロ

シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵

攻
に
対
応
し
、
同
国
に
お
け

る
事
業
活
動
の
見
直
し
や
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
の
取

り
や
め
な
ど
に
踏
み
切
っ
て

お
り
、
化
学
メ
ー
カ
ー
で
も

具
体
的
な
動
き
が
出
始
め
る

こ
と
に
な
る
。

電池事業の中核がＧＰＳＣからヌオヴォ・

プラスへ移る（写真はＧＰＳＣの電池工場）

ＩＳＩＤ

レ
ジ
・
Ｋ
・
ジ
ョ
セ
フ

准
教
授
に
聞
く

インド、医薬原料国産化へインド、医薬原料国産化へ

科学技術・貿易政策含めて

中国依存脱却

「
包
括
的
ア
プ
ロ
ー
チ
必
要
」

（１０）２０２２年（令和４年）３月８日（火曜日）（第三種郵便物認可）第２４７２９号
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